
【資料２－１－２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【教材名   未来に生かす自然のエネルギー 】 

【指導計画と評価】    

次 時 
指導計画 

指導の手立てと留意点 / ☆評価 

  【使用する資料等】 

１ １ 

○エネルギー問題に関心を持ち，学習の

見通しをもつ。 

・学習のねらいと流れを確かめる。 

・モデルリーフレットを読む。 

・教材文を読んで感じたことを明らかにす

る。 

・リーフレットのモデルを提示することで，活動

への見通しをもてるようにするとともに，エネ

ルギー問題を取り上げた本や資料を提示

し，興味・関心を高める。 

・学習計画を確認し，見通しをもたせる。 

【ﾜｰｸｼｰﾄ①学習計画表，ﾘｰﾌﾚｯﾄ例①②】 

２ 

２ 

○筆者の意見を読み取り，まとめることがで 

きる。 

・文章構成を確認する。 

・結論の部分から結論部分から筆者の意

見を読む。 

 

・・①現状②（取り組み）③課題④解決策という

まとまりの関係を整理することで全体の組み

立てを考えさせたい。資料や具体例がどこで

使われているかを考えさせたい。 

      【ﾜｰｸｼｰﾄ②文章構成図，本文】 

・結論部分から，筆者の考えを 110 字以内に

まとめさせる。【ワークシート③】  

☆文章の結論部分から要旨をとらえることが

できたか。（読むこと／ワークシート③） 

３ 

○エネルギー問題に関する本を読み，自

分の課題を決める。 

・エネルギー問題に関する本を読む。 

・自分が調べていく課題を決定する。 

・目次や索引，小見出しや手がかりとなる言

葉に気を付けて大まかに読むよう伝える。 

・再生可能エネルギー源の利用をテーマに

自分の課題を決定させ，その決定理由を明

確にさせる。 

 

４ 

 

○資料や具体例の使い方やその効果に注 

意しながら本論の内容を読み取る。 

・本論で筆者の述べ方の工夫を見つける。 

 

・本論で，図やグラフを用いることの意図や

効果について考えさせたい。 

・正確な情報を得るには，複数の資料を読み

比べる必要があることに気付かせる。 

 

５

６ 

 

○リーフレットづくりの準備をする。 

・複数の資料から必要な情報を見つける。 

・リーフレットの構成メモを作る。 

・選んだ資料が適切か確かめ，ワークシー

トに選んだ資料とその資料で伝えたい

・複数の資料を読み，必要な情報を付箋紙に

書き出し，ワークシートにまとめる。 

       【ワークシート④ 付箋紙】 

・自分が選んだ資料は十分か，伝えたいこと

に合っているかを考えさせたい。 

H26 授業改善プラン 小学校 第６学年 国語 

指導について 

・調査問題概要／市正答率 

『本や文章を効果的に読み，分かったことや疑問に思ったことを整理し，それらを関係付けな

がらまとめて書く。』         H26 全国学力調査問題／Ｂ２二 市正答率  33.0％ 

・課題 

複数の内容を一文にまとめたり，「例えば」という言葉を使って具体的な事例を示したりし

て，条件に合わせて文章を書くことが十分に身に付いていない。 

・指導の手立て 

  読み手を説得するための文章構成や資料の示し方の工夫を考えながら教材文を読んだり，自分

の考えを伝えるために複数の資料から必要な情報を得たりすることで，資料と自分の考えを関係

付けながら書く力を育成したい。 

文章を効果的に読む活動を通して，必要な情報をまとめて書く力を育成する。 



ことを書く。 【ワークシート⑤】 

☆自分の思いを伝えるために，複数の資料を

選んで読み，情報を得ている。 

（読むこと／ワークシート④） 

 ７

８ 

○リーフレットを完成させる。 

・推敲し，リーフレットを仕上げる。 

・図やグラフ，写真などの資料が効果的に使

われているかを確認させたい。 

３ ９ ○完成したリーフレットを読み合い，感想 

を伝え合う。 

・リーフレットを読み合い，交流する。 

・単元の学習を振り返る。 

・新しく分かったことやリーフレットの構成

の工夫等の観点から感想を伝え合わせた

い。 

 

 

 

≪リーフレットの課題例≫ 

・自分の町の「○○エコ・プロジェクト」について 

・エコカーについて 

・バイオマス発電について 

・「持続可能な社会」のための国際的な協力について 

・「持続可能な社会」のための身近な地域での取り組みについて 

・身近な太陽電池を探そう 

・その他の再生可能エネルギー源にはどんなものがあるか。 

 

 

 

≪並行読書におすすめの本≫ 

・「未来エネルギーについての本」 

・「地球環境をまもるアクションエネルギーを生かす」  

岩淵 孝 監修（ほるぷ出版 2005年） 

・「いますぐ考えよう！地球温暖化 地球温暖化と自然エネルギー」 

    田中 優 著   山田 玲司 画（岩崎書店 2008年） 

・「みんなで考えよう地球温暖化とエネルギーの未来 全４巻」 

    水谷 広 監修  中谷 広 著（小峰書店 2009年） 

・「みんなでめざそう循環型社会 全８巻」 

    高月 紘 監修 つやまあきひこ ほか漫画（学習研究社 2009年） 

・「風車博士のやさしい風・風車・風力発電の話―『どこでもエネルギー』の時代がやって

くる」牛山 泉 著（合同出版 2004年） 



○ ○

番

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る
本
を
読
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、

自
分
の
課
題
を
決
め
よ
う

。

② ①

○
資
料
と
そ
の
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料
で
伝
え
た
い
こ
と
を
考

え
よ
う

。
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フ
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計
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立
て
よ
う

○
教
材
文
を
読
ん
で
感
じ
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③

○
文
章
全
体
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構
成
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つ
か
み

、
提
示
さ
れ
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い
る
話
題
と
筆
者
の
意
見
を
読
み
取
ろ

う

。
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学
習
計
画
表○

リ
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フ
レ

ッ
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作
り
に
向
け
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、
資
料
を

収
集
し
よ
う

。
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
構
成
メ
モ

を
作
ろ
う

。

○
資
料
や
具
体
例
の
使
い
方
や
そ
の
効
果
に

注
意
し
な
が
ら
本
論
の
内
容
を
読
み
取
ろ

う

。

「
持
続
可
能
な
社
会

」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
べ
よ
う

「
未
来
に
生
か
す
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

」

単
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め
あ
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資
料
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示
し
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間
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習
内
容

　
☆
　
計
画
表
を
確
認
し
な
が
ら

、
見
通
し
を
も

っ
て
学
習
に
取
り
組
も
う

。
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接
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可
能
な
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今
後
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平
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「
持
続
可
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を
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エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
が
ど
う
し
て
も
必
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だ
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調
べ
た
こ
と
を
、
ふ
せ
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書
き
出
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よ
う
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〈
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の
ポ
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ト
〉 

◇ 

資
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す
こ
と
で
、
説
得
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め
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こ
と
が
で
き
る
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複
数
の
資
料
を
組
み
合
わ
せ
る
と
よ
り
効
果
的
。 

◇ 

伝
え
た
い
こ
と
に
合
っ
た
資
料
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
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「
接
続
可
能
な
社
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へ
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取
り
組
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い
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調
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よ
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（
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ー
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シ
ー
ト
⑤
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家
庭
で
発
電
し
た
電
気
を
リ
ー
フ
に
た
め
て
お

く
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
時
に
リ
ー
フ
か
ら
電
気

を
供
給
で
き
る
し
く
み
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。 

 

自
然
を
こ
わ
す
化
石
燃
料
や
危
険
が
大
き
い
原

発
ば
か
り
で
発
電
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
少
し
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。 

 
日
本
は
他
の
外
国
と
比
べ
て
も
太
陽
光
発
電
の

導
入
量
は
多
い
。 

資
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で
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危
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大
き
い
原
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や
、
自
然
を
こ
わ
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化
石
燃
料
に
た
よ
ら
な
く
て
も
太
陽
光
発
電

な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
方
法
を
選
択
す
る
方
が
明
る
い
未
来
を
創
る
こ
と
が
で

き
る
。 
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未
来
に
生
か
す
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

牛
山 

泉 

文 
①  
二
十
世
紀
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
め
ざ
ま
し
く
発
展
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

は
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
所
で
戦
争
や
紛

争
が
く
り
返
さ
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
ぎ
せ
い
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
大
量
生
産
・
大

量
消
費
・
大
量
廃
棄
」
の
仕
組
み
の
も
と
で
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
浪
費
さ
れ
、
地
球

の
環
境
が
汚
染
さ
れ
ま
し
た
。 

 

②  

こ
の
ま
ま
で
は
、
人
類
は
近
い
将
来
、
こ
の
地
球
上
で
生
き
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
を
持
つ
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
人
た
ち
の
中
か
ら
、「
持
続
可
能
な
社
会
」
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
今
の
世
界
と
将
来
の
世
代
と
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
行
動
し
、

環
境
の
保
全
・
経
済
の
開
発
・
社
会
の
発
展
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
進

め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

③  

二
十
世
紀
の
大
き
な
戦
争
の
背
景
に
は
、
国
と
国
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
う
ば
い
合

い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
わ
た
し
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
地
球
環
境
問
題
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
戦

争
や
環
境
問
題
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
今
後
、
平
和
で
「
持
続
可
能
な

 この資料は、教師が拡大印刷し、掲

示・書込みに使用したり、児童に配付

して要旨等の読み取りに使用したりす

るなど、各学校で工夫してご活用（ﾜｰﾄﾞ

版）ください。 



社
会
」
を
作
っ
て
い
く
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。 

 ④  
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
家
の
中
を
見
回
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
電
話
な
ど
、
ど
れ
も
電
気
が
な
け
れ
ば
使

え
ま
せ
ん
。
一
方
、
お
湯
を
わ
か
し
た
り
料
理
を
作
っ
た
り
す
る
に
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使

い
ま
す
。
お
ふ
ろ
も
ふ
つ
う
ガ
ス
で
わ
か
し
ま
す
。
灯
油
が
燃
料
の
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
外
に
出
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
自
動
車
や
電
車
が
走

っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
は
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
、
電
車
は
電
気
で
動
い
て
い
ま
す
。 

 

⑤  

こ
れ
ら
電
気
、
都
市
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
な
ど
は
、
石
炭
、
石
油
、
天
然

ガ
ス
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
加
工
し
て
使
い
や
す
い
形
に
し
た
も
の
で
す
。 

 

⑥  

図
①
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
種
類
を
示
し
た
も
の
で
す
。
現
在
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い

る
の
が
、
石
油
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
次
い
で
石
炭
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
天
然
ガ
ス
の

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
こ
の
三
種
類
が
全
体
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
ま
す
。
石

油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
は
「
化
石
燃
料
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
化
石
燃
料
は
、
大
昔
に

地
球
に
存
在
し
て
い
た
植
物
や
動
物
が
、
地
中
で
長
い
時
間
を
か
け
て
燃
料
と
し
て
使
え

る
化
石
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
使
っ
て
し
ま
え
ば
も
う
二
度
と
同
じ
も
の
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
「
使
い
切
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。 



 
⑦  
図
②
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
移
り
変
わ
り
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。 

 

一
八
七
〇
年
当
時
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
全
体
で
約
一
・
八
億
ト
ン
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
五
〇
年
に
な
る
と
十
七
・
五
億
ト
ン
に
増
え
、
二
〇
〇
〇
年
で
は
九
十
億

ト
ン
に
達
し
て
い
ま
す
。
一
八
七
〇
年
と
比
べ
る
と
、
お
よ
そ
五
十
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
百
三
十
年
あ
ま
り
の
間
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。 

 

⑧  

現
在
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

 

⑨  

一
つ
は
、
化
石
燃
料
を
大
量
に
使
い
続
け
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
地
球
環
境
へ
の
悪
影
響

で
す
。
化
石
燃
料
は
た
い
へ
ん
便
利
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
地
球
の
環
境
を
破
壊
す
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
石
炭
や
石
油
を
燃
や
す
と
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の

濃
度
が
高
く
な
っ
た
こ
と
が
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

⑩  

も
う
一
つ
は
、
化
石
燃
料
を
使
い
つ
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
界
じ
ゅ
う

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
が
止
ま
ら
な
け
れ
ば
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
、
化
石
燃
料

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
地
球
上
の
化
石
燃
料
の
「
余
命
」
は
、
石
油
が
四
十
年
、



天
然
ガ
ス
が
七
十
年
、
石
炭
が
二
百
五
十
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
⑪  
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
、
「
持
続
可
能
な
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
化
石

燃
料
な
ど
「
使
い
切
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
を
使
う
方
法
を
見
直
し
、
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
切
り
か
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
使
い
切
り
で
な
く
、
何
回
使
っ
て
も
元
が
減
ら
な
い

と
い
う
便
利
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
、
実
は
身
近
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
水

や
太
陽
、
風
、
植
物
と
い
っ
た
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。 

 

⑫  

水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
よ
っ
て
電
気
を
起
こ
す
水
力
発
電
は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
に
加
え
、
木
く
ず
や
生
ご
み
な
ど
を
利
用
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
も
、
近
年
さ
か
ん
に
研
究
、
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
二
酸

化
炭
素
な
ど
を
排
出
し
な
い
の
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
化
石
燃
料
と
ち
が
っ
て
資
源
が
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
の
で
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

⑬  

で
は
現
在
、
こ
う
し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
の
利
用
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で

は
、
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 



⑭ 

風
力
発
電
の
技
術
は
、
こ
の
十
年
ほ
ど
の
間
に
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
羽
根
が
し
だ
い

に
大
型
化
す
る
一
方
、
弱
い
風
で
も
強
い
風
で
も
効
率
よ
く
回
る
よ
う
に
、
技
術
的
な
く

ふ
う
が
加
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
羽
根
の
直
径
が
六
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
巨

大
風
車
が
次
々
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
一
基
で
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
千
五
百

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
能
力
が
あ
り
ま
す
。
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
風
車
が
生
み
出
す
電
力
は
、

約
三
千
世
帯
分
の
電
気
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
の
電
力
量
で
す
。 

 

⑮ 

今
、
風
力
発
電
は
世
界
じ
ゅ
う
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
図
④
は
、
世
界
の
風
力
発

電
の
導
入
量
の
移
り
変
わ
り
で
す
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
増
加
の
ペ
ー
ス
が
急
激

に
速
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

⑯ 

日
本
で
は
、
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
し
め
る
風
力
発
電
の
割
合
は
、
ま
だ
一

パ
ー
セ
ン
ト
と
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

⑰ 

図
⑤
の
よ
う
に
、
現
在
、
日
本
の
風
車
は
、
北
海
道
や
東
北
地
方
の
日
本
海
側
の
沿
岸

に
多
く
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
日
本
海
を
わ
た
っ
て
く
る
強
い

季
節
風
が
ふ
く
こ
と
に
加
え
、
海
の
上
で
は
風
を
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
い
と
い
う
大
き
な

利
点
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 



⑱ 

大
型
の
風
車
を
一
か
所
に
集
中
的
に
建
て
た
も
の
を
「
ウ
イ
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ム
（
風
の

農
場
）
」
と
い
い
ま
す
。
日
本
の
ウ
イ
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ム
の
先
が
け
と
な
っ
た
の
が
、
山

形
県
立
川
町
（
現
在
の
庄
内
町
立
川
地
区
）
で
す
。
庄
内
平
野
に
あ
る
立
川
町
は
、
昔
か

ら
強
風
が
ふ
く
町
と
し
て
有
名
で
し
た
。
毎
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
奥
羽
山
脈
か
ら
「
清

川
だ
し
」
と
い
う
冷
た
い
風
が
ふ
き
下
ろ
し
て
き
ま
す
。
こ
の
風
の
た
め
に
稲
の
育
た
な

い
年
が
多
く
あ
り
、
人
々
を
困
ら
せ
て
き
ま
し
た
。 

 

⑲ 

一
九
八
〇
年
ご
ろ
、
町
の
人
た
ち
は
、
こ
の
わ
ざ
わ
い
の
風
を
何
と
か
利
用
し
よ
う
と

決
意
し
ま
し
た
。
小
型
風
車
を
使
っ
て
発
電
し
、
そ
の
電
力
に
よ
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
温
め
て
山
菜
の
早
期
栽
培
を
始
め
た
の
で
す
。
し
か
し
、
風
車
は
強
風
の
た
め
に
し
ば

し
ば
故
障
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
風
車
ご
と
風
に
ふ
き
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
も
め
げ
る
こ
と
な
く
、
一
九
九
三
年
、
三
基
の
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
風
力
発
電
機
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
大
小
合
わ
せ
て
十
一
基
の
風
力
発
電
機
が
並
び
、
住
民
が
使
う

電
力
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

⑳ 

で
は
、
風
力
発
電
の
課
題
に
は
、
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

風
力
を
利
用
し
て
た
く
さ
ん
発
電
す
る
た
め
に
は
大
型
の
風
車
を
設
け
る
広
い
面
積

が
必
要
で
、
そ
れ
だ
け
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
風
車
が
大
型
化
す
る
と
、
羽
根
も
大
き
く
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な
り
重
く
な
り
ま
す
。
大
き
く
て
重
い
羽
根
が
弱
い
風
で
も
よ
く
回
る
よ
う
に
く
ふ
う
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
羽
根
や
歯
車
が
回
る
こ
と
に
よ
る
騒
音
や
振
動
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
改
良
が
進
み
、
騒
音
や
振
動
も
小
さ
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
完
全
に
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  
 

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
風
力
発
電
機
は
風
が
な
い
と
電
気
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
の
技
術
で
は
、
大
量
の
電
力
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
風
の
あ

る
と
き
に
電
気
を
作
っ
て
お
い
て
、
風
の
な
い
と
き
の
た
め
に
取
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
発
電
の
状
態
が
安
定
し
な
い
と
い
う
の
が
、
風
力
発
電
の

弱
点
の
一
つ
で
す
。 

  
 

し
か
し
解
決
策
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
定
し
た
電
力
を
得
る
た
め
に
、
ほ

か
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
の
場

合
、
太
陽
が
出
て
い
な
い
夜
間
は
発
電
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
雨
や
く
も
り
の
日
は
発
電

量
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
夜
間
や
雨
、
く
も
り
の
日
で
も
風
は
ふ
い
て
い
ま

す
し
、
反
対
に
、
風
が
な
く
て
晴
天
と
い
う
日
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
風
力
発
電

と
太
陽
光
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
発
電
装
置
を
設
置
す
れ
ば
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た

電
力
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
風
力
と
太
陽
光
に
加
え
、
天
候
や
季
節
に
左
右

さ
れ
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
よ
り
安
定
し
た
電
力
を
作
り
出
す
こ
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と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
、
複
数
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
発
電
シ
ス
テ

ム
も
、
今
後
さ
ら
に
く
ふ
う
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
が
引
き
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
見
る
と
、
人
類
の
文
明

は
大
き
な
転
機
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
人
類
が
滅
亡
の
危
機

に
あ
る
と
い
う
と
、
ま
だ
遠
い
未
来
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
は
も
う
五
十
年
後
に
も
せ
ま
っ
て
き
て
い
る
切
実
な
問
題
な
の
で
す
。
五
十
年
後
と

い
う
と
、
今
十
歳
の
小
学
生
が
六
十
歳
に
な
る
こ
ろ
で
す
。
平
和
で
安
定
し
た
社
会
を
、

次
の
世
代
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
わ
た
し
た
ち
の

使
命
で
あ
り
、
義
務
な
の
で
す
。 

  
 

わ
た
し
た
ち
は
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
使
っ
て
い
な
い
電
気
を
消
す
こ
と
、

水
を
む
だ
づ
か
い
し
な
い
こ
と
、
食
べ
物
を
む
や
み
に
捨
て
な
い
こ
と
な
ど
、
身
近
な
生

活
で
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
き
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

方
法
に
切
り
か
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
持
続
可
能
な
社
会
」
の
実
現
は
、
自
然

の
豊
か
な
め
ぐ
み
の
一
部
を
活
用
す
る
と
い
う
く
ふ
う
や
知
恵
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。 
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